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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
日
時　

１
月　

日
�　
　

時
〜　

時
、

28

10

12

　
　

時
〜　

時

13

15

※
午
前
の
み
、
午
後
の
み
の
参
加
も
可
。

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

▼
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方

▼
定
員　
　

人
程
度
（
申
込
順
）

10

▼
参
加
料　
　

円
（
傷
害
保
険
料
）

500

※
リ
フ
ト
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

１
月　

日
�
ま
で
に
電

25

　

話
で
登
別
高
校
教
頭
・
菅
野
さ
ん

　

（
�
○８５
 

２
９
１
１
）

▼
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
登
別
市

　

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
登
別
市
の
文

　

化
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方

▼
募
集
内
容　

創
作
、
評
論
、
随
筆
、

　

自
分
史
、
郷
土
史
、
民
話
、
紀
行
文
、

　

児
童
文
学
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川

　

柳
▼
応
募
規
定　

原
稿
用
紙
１
枚　

字
、

400

　

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
原
稿

　

の
場
合
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

　

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
創
作
・
評
論
は
原
稿
用
紙

　
　

枚
以
内
、
自
分
史
・
郷
土
史
・
民

50

　

話
・
紀
行
文
・
児
童
文
学
は
原
稿
用

　

紙　

枚
以
内
、
随
筆
は
原
稿
用
紙
５

20

かると

　

枚
以
内
、
詩
は
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
、

　
 
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
は
１
人
５
首

　

（
句
）
以
内
で
お
願
い
し
ま
す

※
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で
（
う
ち
１

　

作
品
は
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に

　

限
る
）
。

※
原
稿
は
審
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
原
稿
締
切
日　

３
月　

日
�

31

▼
発
行
予
定
日　

７
月　

日
�

20

▼
送
付
先　

〒　

－

０
０
１
２　

中
央

059

　

町
５
丁
目　

－

　
　

登
別
市
青
少
年

21

12

　

会
館
内
登
別
市
文
化
協
会
文
芸
部
市

　

民
文
芸
係

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

小
林
さ
ん
（
�
○８３
 

２

　

１
９
４
）
ま
た
は
大
浜
さ
ん
（
�
○８５
 

　

９
１
７
１
）

　

�
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協
会
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
は
、

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
５
日
�
〜
３
月　

日
�

26

　

の
毎
週
日
曜
日
（
全
８
回
）　
　

時
13

　
　

分
〜　

時　

分
（
３
月　

日
�
は

30

16

30

26

　
　

時
〜　

時
）

13

17

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
（ 
Ｐ
i 
ピ
ッ

　
 
Ｐ 
）

ピ

▼
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、
日

50

　

常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

　

て
い
る
方

▼
定
員　

６
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料　

３
万
２
千　

円
（
テ
キ
ス

500

　

ト
代
を
含
む
）

▼
申
込
方
法　

１
月　

日
�
ま
で
に
ホ

20

　

ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

阿
部
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８６
 

５
３
８
４
）

登
別
高
校
学
校
開
放
講
座

『
基
礎
ス
キ
ー
入
門
Ⅲ
』
を

開
催
し
ま
す

市
民
文
芸
『
の
ぼ
り
べ
つ
』

　

号
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

２５

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
http://w

w
w
.sni.m

n
　
w
.jp/）
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・過信する　自分の腕で　起こす事故　　　　　【 寿  楽  会 　 皆  川 　 和  雄 さん】
じゅ らく かい みな がわ かず お

・交差点　笑顔交わして　安全運転　　　　　　【 鷲 
しゅう

 楽  会 　 佐  藤 　 栄  子 さん】
らく かい さ とう えい こ

・減速で　いつも止まれる　スピードを　　　　【 鷲 
しゅう

 老  会 
ろう かい

　 中  原 　 静  子 さん】
なか はら しず こ

�������	
���

・安全は　目配り気配り　ゆずりあい　　　　　【 天  心  苑 　 西  川  原  正  雄 さん】
てん しん えん にし かわ ら まさ お

・自宅前　そこから始まる　事故防止　　　　　【 若  山  会 　 唐  澤 　 松  代 さん】
わか やま かい から さわ まつ よ

・夜道では　守ってくれる　反射材　　　　　　【 長寿会 　 丹  治 トミ子さん】
ちょうじゅかい たん じ

�������	
������

・お喋りも　脇見の事故も　慣れた道　　　　　【 東  寿  会 　 池  田 　 悦  子 さん】
とう じゅ かい いけ だ えつ こ

・見えぬけど　無事故無違反　吾が『宝』　　　【 長寿会 
ちょうじゅかい

　 休場 ヒロコさん】
やすみば

�������	
��������

・無違反と　無事故は今日もと　誓う朝
　　　　　　　　　　　　　　　　【ダイヤモンドクラブ　 楠  本 　 輝  行 さん】

くす もと てる ゆき

・過信せず　いつも気配り　運転者　　　　【 千  歳 クラブ　 木  村  恵  美  子 さん】
ち とせ き むら え み こ


